
















































































































































対面 2人、初対面 3人）を録音録画により収録した（2017 年 12 月、2018 年 1月）。会話
の収録時、どの参加者に対しても自由に話すよう指示しており、基軸の参加者に対しても特
別に何かを指示することはしなかった。



























の値である。他の参加者は、二者会話では「参加者 1」、三者会話では「参加者 1」「参加者 2」
としている（全て異なる人物）。
　表 2より、まず、基軸参加者の話題開始の頻度は、二者会話では基軸 Aが 22話題（81.5％）、
基軸 Bが 13話題（65.0％）と高い値であるのに対し、三者会話では基軸 Aが 9話題（37.5％）、
基軸 Bが 3話題（20.0％）となり、ともに減少している。
　次に、話題開始の方法を見ると、基軸 Aは二者・三者会話ともに情報提供で話題開始を行
う傾向があるが、三者会話で割合は減少している（二者 A:16 話題、59.3％、三者 A：9話題、
37.5％）。また、三者会話では情報要求による話題開始が 0話題となっており、参加者 1、2
も情報提供による話題開始の方が多く、二者と三者では話題開始の方法に違いが観察される。




人数 参加者 仮名 学科
二者 基軸 A 真紀 日本語日本文学科
参加者 1 咲希 歴史文化学科
基軸 A 真紀 日本語日本文学科
三者 参加者 1 桃花 英語コミュニケーション学科
参加者 2 琴音 国際学科
二者 基軸 B 七海 日本語日本文学科
参加者 1 晴美 英語コミュニケーション学科
基軸 B 七海 日本語日本文学科
三者 参加者 1 郁恵 歴史文化学科



































三者会話の基軸 Bは 4 話題（22.2％）とやや
表 2　話題開始の頻度と方法
















16 6 22 4 1 5 － － － 27
59.3％ 22.2％ 81.5％ 14.8％ 3.7％ 18.5％ － － － 100％
二者 B
8 5 13 4 3 7 － － － 20
40.0％ 25.0％ 65.0％ 20.0％ 15.0％ 35.0％ － － － 100％
三者 A
9 0 9 7 3 10 4 1 5 24
37.5％ 0.0％ 37.5％ 29.2％ 12.5％ 41.7％ 16.7％ 4.2％ 20.8％ 100％
三者 B
1 2 3 4 7 11 1 0 1 15
6.7％ 13.3％ 20.0％ 26.7％ 46.7％ 73.3％ 6.7％ 0.0％ 6.7％ 100％
表 3　参加者別の情報提供数
情報提供数
基軸 参 1 参 2 計
二者 A
18 16 － 34
52.9％ 47.1％ － 100％
二者 B
11 11 － 22
50.0％ 50.0％ － 100％
三者 A
15 14 13 42
35.7％ 33.3％ 31.0％ 100％
三者 B
4 6 8 18





例を検討する可能性がある点、実際の情報提供数と FUI の報告との関連、の 3点について指
摘できると考えられる。
４. １. ３　情報交換の型の分析







具体的には、基軸 A・Bともに（1）導入質問型情報要求が 10％以上（A:6 話題、14.0％、B:5
話題、17.2％）、（3）導入自発型情報提供が 20％以上（A:16 話題、37.2％、B:8 話題、
27.6％）の値が高い。一方、もう一人の参加者 1は、（5）応答型情報提供が他の値より高










基軸 A 6 14.0％ 2 4.7％ 16 37.2％ 2 4.7％ 1 2.3％ 27 62.8％
参加者 1 1 2.3％ 0 0.0％ 　4 9.3％ 3 7.0％ 8 18.6％ 16 37.2％




基軸 B 5 17.2％ 1 3.4％ 　8 27.6％ 0 0.0％ 0 0.0％ 14 48.3％
参加者 1 3 10.3％ 0 0.0％ 　4 13.8％ 1 3.4％ 7 24.1％ 20 51.7％
小計 8 27.6％ 1 3.4％ 12 41.4％ 1 3.4％ 7 24.1％ 34 100％
情報要求 情報提供
合計




基軸 A 0 0.0％ 0 0.0％ 　9 18.4％ 　7 14.3％ 2 4.1％ 18 36.7％
参加者 1 3 6.1％ 1 2.0％ 　5 10.2％ 　6 12.2％ 1 2.0％ 16 32.7％
参加者 2 1 2.0％ 1 2.0％ 　6 12.2％ 　6 12.2％ 1 2.0％ 15 30.4％




基軸 B 2 7.7％ 0 0.0％ 　1 3.8％ 　0 0.0％ 4 15.4％ 　7 26.9％
参加者 1 7 26.9％ 1 3.8％ 　4 15.4％ 　0 0.0％ 0 0.0％ 12 46.1％
参加者 2 0 0.0％ 0 0.0％ 　1 3.8％ 　1 3.8％ 5 19.2％ 　7 26.8％
小計 9 34.6％ 1 3.8％ 　6 23.0％ 　1 3.8％ 9 34.6％ 26 100％
－ 8－







































































69 1 真紀 歴文、と日文でなんか［カリキュラムみたいなものって違うんですか、それとも
70 咲希 ［ん




























































22 1 郁恵 結構いろんなジャンルがあってー考古学だったりとかもちろん
23 2 　 ＝ 日本史西洋史なんですけど、私は西洋史が好きで、




































































































































An Analysis of Topic Opening and Information Exchange in the First
Encounter Conversation between Two and Three Speakers in
Native Situations: In order to Develop Teaching Materials





andmethodsof informationexchangedue to thedifferences in thenumberofpeople
involved,betweentwoandthreefemalecollegestudents,inafirstfacetofaceconversation





the topic,（2）theamountof informationprovided,and（3）the typesof information
exchange,whichweretabulatedforeachparticipant.Asaresultoftheanalysis,itbecame
clearthattheamountofinformationprovidedamongtheparticipantswasrelativelyequal
eventhoughthenumberofparticipantswasdifferent.However,diversitywasobservedin
thetypesoftopicinitiationandinformationexchange.Basedontheabovecharacteristics,
theauthormadefourproposalsthatwillleadtothedevelopmentofteachingmaterialsfrom
theperspectiveofteachingconversationaldataanalysismethods.
　　
　　
Key words: Conversationaldataanalysis,developmentofteachingmaterials,first-encounter
conversations,topicopening,informationexchange
